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１． 研究計画の概要 

 
大規模で高次元なデータのモデル化を助け
るための効果的なデータヴィジュアリゼー
ション環境の確立を目指して，Textile Plot 
を中心に研究を進める．研究は，環境の実
現から始め，それを，ファイナンス分野，
バイオインフォマティックス分野，社会調
査分野，環境分野など，大規模で高次元な
データを日常的に扱わなければならない分
野での実際データからのモデル化の実践を
通して，本環境の有効性あるいは問題点を
明らかにし，改善を図るだけでなく，それ
を裏付ける理論の構築を図る．本研究は扱
う対象の点ではデータマイニングと類似し
ているが，データマイニングがあえて避け
ているデータの全体像をモデル化すること
を目標としている点が大きく異なる．また，
実装に際しても，データの持つ属性の最大
限の利用と，データ変容のシステマティッ
クな記述を柱としており，これまでの 
DandD プロジェクトの成果も十分に活用
した統合環境の構築を目的とする． 
 
２． 研究の進捗状況 

(1) Textile Plot に関しては，新たな発想
により実質的に次元数（変量数）の制
約から自由なアルゴリズムの開発に成
功した． 

(2) ゲノム解析への適用．数十万次元に及
ぶヒトゲノム系列のヴィジュアリゼー
ション手法として，Textile Plot が有
効であることを，これまで伝統的に用
いられてきた LD ディスプレイと比較
することにより確かめた． 

(3) 金融データベースシステムへの展開．
ヘッジファンドの収益率を主な対象と
して，時間を変量に取る Textile Plot 
と時間ごとに変量を導入する Textile 
Plot の併用により，その姿を総合的に
理 解 で き る シ ス テ ム を  ICS 
FinAnalyzer として構築した． 

(4) 海洋生物の豊富さ検証への応用．前年に引

き 続 き ， オ ー ス ト ラ リ ア の

CSIRO(Commonwealth Science and Industry 

Research Organisation)との共同プロジェ

クトとして実施した．これまで開発した

様々なデータヴィジュアリゼーション手法

を用いることにより，海底生物のドレッジ

データについては，種ごとの，個体数につ

いては Thomas 分布が，重量に関しては確

率微分方程式の定常解として現れるガンマ

分布が適切であることが判明し，その確証

実験を行った． 
 
３． 現在までの達成度 

○1 当初の計画以上に進展している． 
(理由) 
Textile Plot について次元数の制約から
自由なアルゴリズムの開発に成功した
ことにより，適用範囲が飛躍的に増大し
た．また，さまざまな分野でのデータヴ
ィジュアリゼーションの実践により，こ
れまで見過ごされてきた有効なモデル
構築に欠かせない共通な課題も明らか
になってきた．たとえば，モデルの適合
度を確認するためのヴィジュアリゼー
ション手法と伝統的な検定統計量のギ
ャップなどがあげられる． 

 



４． 今後の研究の推進方策 
(1) これまでの成果を統合し，大規模複

雑データからのモデル化支援環境
としてまとめる． 

(2) これまでの成果が，電力取引価格や
天候ディリバティブなど，さらに複
雑度の高いデータに関してもどれ
だけ適用可能かどうか検証する． 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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